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この度，第16回日本統合医療学会を大阪の地で
お世話させて頂くことを大変光栄に存じております。
一言，ご挨拶申し上げます。
近年，医学・医療の目覚しい進歩により，最長寿国

の我が国はまさに超高齢社会に突入しています。疾
病の多くはがんを始めとする生活習慣病であり，医療
費はますます高騰を続けています。急性疾患に威力
を発揮する近代西洋医療には，これら慢性疾患に対
し何らかの限界が認められ，さらに，診療科の細分
化・専門化が進む中，臓器別の部分医療が展開さ
れ，その結果，全体を見失うといった，“木を見て，森
を見ず”の状況に陥っていると言われています。
こうした中で，患者の疾病に対する意識構造も受
動から能動へと変化し，疾病予防や健康への関心度
が増し，患者はQOLを重視した医療を求めています。
この１つとして，補完代替医療（CAM）が台頭してき
ましたが，それらの多くはエビデンスに乏しいのが現
状です。そこで，エビデンスに基づくCAMを現行の
医療に有機的に融合させ，全人的な立場で治療す
る，新たな治療体系としての統合医療が注目されるよ
うになってまいりました。
我々は昨年，未曽有の東日本大震災を経験しまし

た。これは17年前の阪神・淡路大震災と異なり，高
齢社会を直撃した広域災害となりました。この災害で
は，当初，各種薬剤の効果が認められず，近代西洋
医学万能説が覆ったとも言われました。しかし，鍼灸，
アロママッサージ，ヨーガ，漢方や心のケアなどの
CAMの全人的な手法を取り入れることによって，現
行の医療がうまく機能するようになったことより，統合
医療がさらに注目されることとなりました。今後は，生

活習慣病や，うつ，認知症や外傷後の後遺障害など
近代西洋医学だけでは十分ではない領域に統合医
療が活躍するものと考えております。
このように，これからの医療の体系が変わろうとして
いるという機運を実感して，本学会のメインテーマを，
『新たな医療の潮流，全人的統合医療』と致しまし
た。本学会では，２つの特別企画，「災害と統合医療」
と「がんの統合医療」の他，特別講演として，大阪大
学の審良静男教授に「自然免疫」を，大阪市立大学
の神谷信夫教授には「人工光合成」について，また
教育講演として，東京医科歯科大学の清水重臣教
授には「自食作用（オートファジー）」をお願いしました。
さらに，招請講演としまして，慶熙大学の曹 基湖教
授には「韓国における国策としての統合医療」につい
てお話いただきます。
シンポジウム・ワークショップとして，統合医療におけ

る医療経済，揺らぎを応用した癒しの空間，統合医療
と臓器機能不全やロボティクス，統合医療と免疫，生
物多様性の問題，オーラルケア，食と香り，統合医療
センター構想といった盛りだくさんの企画を，学会開
催に向け，鋭意準備を進めております。
12月初旬の大阪は少し肌寒い季節ですが，多くの

医療従事者ならびに研究者の方々にご参集いただき
まして，統合医療の将来をホットに語り合い，これから
の統合医療に弾みがつけばと思っております。　
関係者一同，皆様方のご来阪を心よりお待ち申し
上げております。

平成24年9月吉日

第16回 日本統合医療学会
（IMJ 2012 大阪大会）

巻頭言

第16回 日本統合医療学会（IMJ2012大阪大会）大会長
大阪大学大学院医学系研究科 生体機能補完医学講座 教授
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【後　援】一般社団法人エビデンスに基づく統合医療研究会／大阪国際フォーラム／大阪大学大学院医学系研究科／大阪府／公益財団法人関西文化学術研究都市推進機構
／吹田市／社団法人全日本鍼灸学会／一般社団法人日本アロマセラピー学会／日本機能性食品医用学会／社団法人日本心身医学会／一般社団法人日本ヨーガ療法学会／
株式会社毎日放送／一般社団法人臨床医工情報学コンソーシアム関西（五十音順）

【事務局】大阪大学大学院医学系研究科 生体機能補完医学講座
【運営事務局】日本コンベンションサービス株式会社　神戸支店内　〒650-0046 神戸市中央区港島中町6-9 -1　神戸国際交流会館6階
TEL.078-303-1101 FAX.078-303-3760　E-mail : imj-osaka@convention.co.jp

■特別企画１『災害と統合医療』
■特別企画２『がんの統合医療』
◆特別講演『自然免疫の最近の進歩』
　審良静男教授（大阪大学）

◆特別講演『人は太陽の恵みで生きている
　　　　　　－光合成から人工光合成へ』
　神谷信夫教授（大阪市立大学）

◆教育講演
　『細胞浄化の新たなメカニズム－オートファジー』
　清水重臣教授（東京医科歯科大学）

◆招請講演
　『韓国における国策としての統合医療の現況』（仮）
　曹　基湖教授（慶熙大学）
◎シンポジウム
　１）『統合医療における免疫の役割』
　２）『オーラルケアと統合医療』
　３）『（心と体に対する）ストレスと統合医療』
　４）『食と香りの機能性と統合医療』
　５）『統合医療におけるロボティクスの役割』
　６）『癒しの空間－五感と統合医療』 ゆらぎの効用
　７）『医療経済から見た統合医療の意義』
　８）『臓器機能不全と統合医療』
　９）『生物多様性からみた統合医療の役割』

◎ワークショップ
　１）『生と生活をささえる看護
　　　　－統合医療における看護のナラティブを通して』
　２）『統合医療センター構想実現に向けて』

IMJ2012
大阪大会
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公益財団法人関西文化学術研究都市推進機構

〈演題募集〉
９月中旬～１０月中旬
学会公式HPからの

オンライン応募

平成24年12月8日（土）・9日（日）
［8日／8 :30～18:00・9日／8:45～17:00］

大阪大学コンベンションセンター・体育館
〔吹田キャンパス〕大阪府吹田市山田丘1-1
http://www2.convention.co.jp/imj-osaka
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たとえ，病気が治りきらない場合でも生きていたい。た

とえ苦痛にしばられるようなことがあっても，その苦痛を

できるだけ抑えながら，往きつくところまでなんとか生き

続けたい。そのような気持ちで日々過ごしている患者さ

んがいます。その人の生命の質，生活の質とともに，生き

ていることそのもの，生活の繰り返しそのものを支え続

けたいと願っている看護師がいます。そうした両者の気

持ちが交換し合い，今しかない人生の谷と山を乗り越え

ようという＜意志＞が，患者-看護師の掛け替えのないケ

アリングを生み出します。

そこには，病気の苦痛だけでなく，治療や検査から生じ

る苦痛もあります。生きていることそのものが引き起こ

す苦痛もあります。それらをみんな受け止めて，日々のケ

アの工夫に取り組んでいます。

この10数年間における補完代替療法から統合医療へ

の流れの中で，これまでの看護の技を見直しエビデンス

を追究するとともに，新たなケア技術を開発し取り入れて

きました。そこで分かったことは，患者さんの生活が変わ

るということです。これまで以上に，喜び，安らぎ，安心と

信頼が生み出される。さらに看護師自身が変わるという

ことです。ケアの意義を見出し，積極的にケアの適用につ

いて考え，患者とともに分かち合うことができるというこ

とです。仕事の喜びを語る看護師もたくさんいます。両

者の間には，多くのナラティブの会話が紡がれ，そのナラ

ティブは手の技によってさらに発展していきます。そこで

は，大きな発見と大きな感動が共有されています。

今回はそのいくつかについて，演者の得意な取り組み

をご紹介させていただきます。複合的症状を持つ患者の

緩和ケアにおけるタッチ・マッサージケア，広く病院内で

アロママッサージが受けられる体制づくり，ADL能力を

引き上げる積極的なポジショニング（腹臥位療法）などで

す。これらの技は，患者さんの苦痛レベルを引き下げ，気

持ちよい，うれしい，喜びの

笑顔などを呼び起こしてい

ます。そうした取り組みを

看護管理の立場からどの

ように捉えているのか，に

ついても考えてみます。

このセッションの時間の

一部は，皆さん方自身に

も，気持ちよい体験を共有

していただくために取りた

いと思います。どうぞ関心

を持ってご参加ください。

群馬大学　小板橋喜久代
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IMJ2012大阪大会　ワークショップ

「生と生活を支える看護
－統合医療における看護
のナラティブを通して」

　統合医療のなかで，まだ居場所が定まっているわ

けではありませんが，古くからふつうの家庭で行なっ

ていた家族看護（家庭療法）には，今も応用できそう

な方法があります。科学的な根拠はともあれ，世界

中のおばあちゃんの知恵袋を開けてみましょう。

☆ひきはじめの風邪を治す方法

　熱フリップを就眠前に1杯飲む（フリップとは，ビ

ール･ブランデー等に鶏卵･香料･砂糖などを加えて

温めた飲み物）。

　まず火かき棒を火の中に入れて熱し，ビールのグ

ラスにショウガとハチミツを適当に入れ，酸っぱいリ

ンゴ酢を流し込んで，熱した火かき棒でよく泡立つま

でかき混ぜる。これを飲み，温まったレンガでベッド

を暖かくして眠り，十分汗を流せば風邪は退散しま

す。

☆のどの痛みを治す方法

　塩漬け豚ひと切れにコショウをふりかけ赤いフラ

ンネルで首に巻きつける。温まった足からストッキン

グを脱いで首に巻きつけるのもよい。

(19世紀のはじめの頃のヨーロッパでは，花嫁が持

参する料理本の中には応急処置や病気の予防など

の具体的な方法が書かれていたといいます。これは，

その中の一部です。ジョセフィン・A・ドラン，小野泰

博他訳『看護･医療の歴史』誠信書房，1978.より)

（文責：日本統合医療学会 広報委員長 川嶋みどり）

リレー連載①リレー連載①

おばあちゃんの知恵袋
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近代西洋医学とともに統合医療で用いられる
伝統医学や相補・代替医療には，痛みに効果が

あるといわれているものがいくつかあります。その中
の１つに鍼灸治療があります。最近の国内外の研究で
は，痛みに対する鍼治療の効果が明らかになってきて
います。たとえば，近年，ドイツで行なわれた大規模な
鍼治療の臨床試験では，膝の痛みに対し鍼治療が効
果的であることが報告されています。
ただし，痛みは主観的なものであり，鍼灸治療の効果
も人によってはまちまちです。また，痛みの原因によ

っては，鍼灸治療の効果が期待できないものもありま
す。まずは受診された病院の整形外科の担当医師に，
ご自身の肌や胃腸が弱く，湿布や飲み薬で，肌や胃腸
が荒れることを相談してください。理解ある医師なら，
あなたの事情を考慮し，他の近代西洋医学の治療方
法を提示してくれるでしょう。また，伝統医学や相補・
代替医療の知識もある医師なら，鍼灸治療をはじめと
した，痛みに効果があるといわれているいくつかの伝
統医学や相補・代替医療も，あなたの負担になるべく
ならないようなかたちで提示してくれるでしょう。
医師から納得のいく提示が得られない場合，セカンド
オピニオンとして，日本統合医療学会の認定医がいる
他の医療機関を受診し，相談してみることもよろしい
かと思います。また，鍼灸治療をご希望の際は，近くに
評判のよい，信頼できる鍼灸院や日本統合医療学会
の認定師を取得している鍼灸師がいれば，そちらにご
自身の事情を説明し，相談することもよろしいかと思
います。

（文責：日本統合医療学会 代議員 小野直哉）

統合医療Ｑ＆Ａ
62歳の主婦です。2か月程前から膝が痛みだ
し，先日，近所の病院の整形外科を受診しまし

た。整形外科では，痛みは年齢による膝の骨や筋肉の
衰えによるものであると言われました。痛み止めとし
て，湿布薬と飲み薬を処方してもらいました。しかし，
私は肌が弱く，湿布を貼ると肌がかぶれ，胃腸も弱い
ため，薬を飲むと胃腸が荒れるため，湿布や飲み薬を
用いることに躊躇しています。統合医療で，他に膝の
痛みに効果のある方法があればお教えください。

Ａ

Ｑ

●第7回資格認定試験：12月9日（日）場所：大阪大学コンベンション
センター（吹田キャンパス）

＜お知らせ＞
●E-mailの登録をされていない会員の方は，事務局imj@imj.or.jpま
でメールでご連絡をお願いします。
●一般社団法人日本統合医療学会案内リーフレットが完成いたしまし
た。学会員の方で，案内リーフレットが必要な方は，必要部数と送付
先を事務局までお知らせください。

文責：事務局長　河野　明正

＜事業報告＞
●企画運営員会：8月18日（土）場所：東北大学東京分室　出席委員
長：9名

＜事業予定＞
●認定および更新のための教育セミナー（総論）：10月27日（土）場
所：東京大学医学部研究棟
●認定および更新のための教育セミナー（各論）：10月28日（日）場
所：東京大学医学部研究棟
●第16回日本統合医療学会：12月8日（土）・9日（日）場所：大阪大
学コンベンションセンター（吹田キャンパス）　各種会議

一堂に会して熱く討論し，暖かく交流する大会が今年は大阪で開催されます。会員みなさまは勿論，非会員のみなさ
まもどうぞご参加下さい。本号からQ&Aのコーナーを設けました。統合医療に関する質問をお待ちいたします。専門
領域の先生に答えて頂きます(川嶋)。
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